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編集委員長　竹　下　盛　重

今年の冬は寒さが少し厳しかった状態でしたが，春は短く，暑い夏がやってきました．本年も急激な国際情勢変革の
中，日本も物価高になり，生活への圧迫感を感じます．また，医療機器の価格高騰や医療費の削減があり，各病院が経
営困難を感じています．この様な中でも病院病理部，病理診断，細胞診部門は比較的冷静に仕事が出来，研究も出来る
ところかと思います．研究マインドは，病院にとっても大きな利益であり，貢献と思います．
さて，本年も皆様より本学会誌に，教育講演１題，医療安全講演１題，総説２題，原著５題，症例報告７題，短報４

題を投稿いただきました．ありがとうございます．今回の特徴は中皮腫に対する原著が３題あり，活発な考察がされて
おります．
この様にして少しずつ病態が解明されていくのだと思います．本学会誌の内容が臨床医に響き，患者様への対応や治

療に繋がればやりがいも出てくると思います．病態解明が進むことは，即治療につながることもあり，患者様のクオリ
ティオブライフ（QOL）が向上していくことになります．現在はターゲット療法，遺伝子治療，免疫調整薬等が急激に
発展しており，病理，細胞診部門にたずさわる者もその治療効果を理解し，見守っていかないといけない状況と思われ
ます．皆様の日々の努力と違いを見極めていく力が，今後も大切になると思いますが，その中の１つでも本雑誌に投稿
いただければありがたいと思います．
後記：昨年度を持ちまして，九州中央病院退職に伴い緒方昌倫先生が本誌編集事務局長を退任いたしました．ここ約

10年間，検査科技師長の激務の中，本誌の事務的な仕事（編集）を担っていただきました．多大なるお仕事に対し，感
謝いたします．今後ともご指導ください．新たな編集事務局長には済生会福岡総合病院・病理診断科の佐藤真介先生に
着任いただきました．既に行っていただていますが，多大なる事務的処理と若い観点からの提案をお願いしております．
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